
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考

10,115,000

1
地域活性
化措置

中学校スクールバス運行
事業

都留市 11,373,000 11,373,000

11,024,433

総事業費
14,787,141円

番号 措置名

総事業費
11,024,433円

2

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

大月市立図書館運営事業 大月市 10,115,000

4

総事業費
12,361,338円

3

草塩橋耐震補強修繕工事
積算業務委託

早川町 1,807,300 1,807,300

地域活性
化措置

小中学校スクールバス等
運行事業

早川町

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

11,024,433

総事業費
1,807,300円

5

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

中之島橋補修工事積算業
務委託

早川町 1,463,000 1,463,000 総事業費
1,463,000円



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 中学校スクールバス運行事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 都留市
交付金事業実施場所 都留市内

交付金事業の概要
通学用スクールバス運行業務の実施（委託）
（通行本数：中学校３本）

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関する主要施策：
　第６次都留市長期総合計画（平成28年度～令和8年度）
　Ｖ 紡ぎます！人と人のつながりのまち（安全・安心、コミュニティ分野）
　政策1 安全・安心のまちづくり「セーフコミュニティ」
　政策1 地域自ら行う安全・安心のコミュニティづくり / 政策4 交通安全対策の推進

「都留市セーフコミュニティ」（平成３０年度～）事業の一環として、市民、事業所、警察など
の各関係機関と協力して交通安全対策を進めており、令和元年度においても、スクールバス運行
中の事故発生件数は０件だったため、引き続き、発生件数０件を目標とする。

事業開始年度 平成28年度 事業終了（予定）年度 令和8年度
事業期間の設定理由 第6次都留市長期総合計画の終期



交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

事故件数0件
事業期間中の
事故発生件数

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由
交付金事業対象期間に合わせて、同年度内の評価とする。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　都留市内の事故発生件数は、2021年1月から12月の間に53件(うち死亡1件)で、前年と比較して
増加しており、コロナ禍による外出自粛からの回復も少なからず影響していると思われるが、近
年では低い数値であり、児童・生徒においては、徒歩や自転車での代替手段としてスクールバス
を利用していることが、登下校中の安全確保や交通事故防止の要因となった。
　またスクールバスの使用区間は、平成26年度から実施している「通学路安全推進協議会」にお
いて危険箇所等が指摘されているが、道路管理者や地権者との協議が難航していること等によ
り、道路改良が難しい状況である。そのためスクールバスを活用することにより、道路状況に左
右されない交通安全対策が可能となっている。バスの乗降車には、教員やスクールガードが協力
して安全管理を徹底し、生徒に対する交通安全指導を行うことにより安全な運用を継続して行う
ことができている。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和2年度

230

令和3年度

スクールバス運行日数
活動実績 件 223 162 165

活動見込 件 234 230

達成度 ％ 95.3% 70.4% 71.7%

交付金事業の総事業 令和元年度 令和2年度 令和3年度 備　考
総事業費 17,847,058 15,411,950 14,787,141
交付金充当額 10,940,000 11,029,000 11,373,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 10,940,000 11,029,000 11,373,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

通学用スクールバス運行業務
の実施(委託)(通行本数：中

学校3本)
特命随意契約 富士急バス株式会社

全体72,062,760円
内令和3年度中学校分

20,826,960円
　（対象経費：14,787,141

円）
交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

大月市立図書館運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 大月市
交付金事業実施場所 大月市駒橋一丁目５番１号

交付金事業の概要

大月市民の教育文化施設の拠点である大月市立図書館に専門知識・能力を有する司書や補助事務
員等を適切に配置するとともに施設の機能充実や維持を図り、魅力ある大月市及び図書館とする
ため、電源立地地域対策交付金事業を大月市立図書館運営事業に充当しています。
事業内訳
　嘱託職員（館長）（１名×１１カ月）
  会計年度任用職員給料【副館長（フルタイム）】（１名×１１カ月）
　会計年度任用職員報酬（パートタイム）（６名×１０カ月）
　光熱水費（水・下水道×８カ月）　清掃業務委託（９カ月）

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

第７次総合計画（平成３０年度～令和９年度）
　５豊かな心が育つまちづくり
　　②図書館の充実
　　　・市民の読書や学習ニーズに対応できるよう蔵書等の拡充や管内環境の整備に努めます。

目標　入館者一人当たりの貸出資料数４点（貸出点数／入館者数）

事業開始年度 平成30年度 事業終了（予定）年度 令和9年度
事業期間の設定理由 第7次総合計画の終期まで



交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和１０年度
入館者一人
当たりの貸
出資料数４
点（貸出点
数／入館者
数）

貸出資料数

成果実績 点

目標値 点 4

達成度 ％

評価年度の設定理由
第7次総合計画の終了後に検証を行う。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

－

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課

上下水道使用料 競合他社なし 東部広域水道企業団 173,492
清掃業務委託 見積合わせ 株式会社協和産業 1,386,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

会計年度任用職員人件費 雇用 ― 10,801,846

うち文部科学省分
うち経済産業省分 9,150,000 9,215,000 10,115,000

総事業費 12,389,598 13,080,742 12,361,338

交付金充当額 9,150,000 9,215,000 10,115,000

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

交付金事業の総事業 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

9

活動見込 月 9 9 9

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

清掃業務委託契約月数

活動実績 月 9 9

8 8 8

活動見込 月 8 8 8

7

達成度 ％ 88.9% 100.0% 100.0%

令和３年度

雇用職員人数

活動実績 人 8 8 7

活動見込 人 9

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度

8

上下水道使用料支払月数

活動実績 月



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

3 地域活性化措置 小中学校スクールバス等運行事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 早川町
交付金事業実施場所 早川町内

交付金事業の概要 小中学校スクールバス及び給食車運行委託

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要政策・施策
山間に集落が散在している本町において、遠距離通学をしている児童・生徒の割合が高くなっており、徒歩での登
下校では大型車両の通行が多いことなどから、児童生徒の安全確保が非常に難しい。そのため、スクールバスを運
行し、児童生徒が安全に学校生活を送れるようにすることが必要となる。
また、給食センターから各小学校まで遠距離であるため、給食を運搬することで児童生徒の健康維持に努める。

目標：児童の交通事故に巻き込まれる件数、犯罪に巻き込まれる件数、食中毒件数を０から０とします。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和４年度
事業期間の設定理由 令和５年度

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

事故件数 0
件

事故件数対前年
比：翌年度事故
件数÷前年度事
故件数×100

成果実績 ％

目標値 ％ 100

達成度 ％

評価年度の設定理由
事業期間中の事故等件数をもって評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度

244

令和３年度

運行日数
活動実績 日 274 189 204
活動見込 日 286 233
達成度 ％ 95.8% 77.5% 87.6%

交付金事業の総事業費等 令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

総事業費 18,796,929 9,789,501 11,024,433

交付金充当額 17,561,642 9,789,501 11,024,433

うち文部科学省分
うち経済産業省分 17,561,642 9,789,501 11,024,433

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

小学校スクールバス及び給食車
運行業務委託 指名競争入札

A地区（有）角瀬タクシー
B地区　株式会社俵屋観光

A地区　4,522,217円
B地区　6,502,216円

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置 草塩橋耐震補強修繕工事積算業務委託

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 早川町
交付金事業実施場所 早川町草塩地内

交付金事業の概要 町道草塩・塩之上線草塩橋の耐震補強修繕工事に係る積算業務委託

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要政策・施策：早川町橋梁長寿命化修繕計画

目標：本設計を基に令和３年度中に予定されている耐震補強修繕工事による耐用年数の増加を目
指します。（２０年）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

事業期間の設定理由 令和３年度中に工事に着手するため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

耐用年数増
加（20年）

工事施工後
耐用年数－
現耐用年数

成果実績 年

目標値 年 20

達成度 ％
評価年度の設定理由

令和3年度完了予定の工事成果をもって評価するため
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度 年度

積算業務の完了率
活動実績 ％ 100
活動見込 ％ 100
達成度 ％ 100.0%

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 1,807,300

交付金充当額 1,807,300

うち文部科学省分
うち経済産業省分 1,807,300

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
積算業務委託 随意契約 　公益社団法人　山梨県建設技術センター 1,807,300

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

5
公共用施設に係る整備、維持
補修又は維持運営等措置 中之島橋補修工事積算業務委託

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 早川町
交付金事業実施場所 早川町大島地内

交付金事業の概要 　町道大島・中之島線中之島橋の補修工事に係る積算業務委託

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要政策・施策：早川町橋梁長寿命化修繕計画

目標：本設計を基に令和４年度に予定されている補修工事による耐用年数の増加を目指します。
　　　(２０年）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

事業期間の設定理由 令和４年度に中之島橋補修工事に着手予定のため。

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

耐用年数増
加（20年）

工事施工後
耐用年数－
現耐用年数

成果実績 年

目標値 年 20

達成度 ％

評価年度の設定理由
令和4年度完了予定の工事成果をもって評価するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度 年度

積算業務の完了率

活動実績 ％ 100

活動見込 ％ 100

達成度 ％ 100.0%

交付金事業の総事業 令和3年度 年度 年度 備　考
総事業費 1,463,000
交付金充当額 1,463,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 1,463,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

補修工事積算業務委託 随意契約 公益社団法人　山梨県建設技術センター 1,463,000

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

1,325,000

総事業費
3,275,800円

5

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

川浦スポーツ広場進入路
改修工事

山梨市 3,000,000 3,000,000 総事業費
12,980,000円

4

総事業費
7,150,000円

3

市道２２０１８号線道路
改良工事

山梨市 3,275,800 3,275,800

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

早川南小学校屋上防水等
改修工事

早川町 1,325,000

総事業費
9,075,000円

番号 措置名

総事業費
1,430,000円

2

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

体育館照明器具LED化工
事

早川町 7,150,000 7,150,000

1

公共用施設
に係る整

備、維持補
修又は維持
運営等措置

早川町管内橋梁塗膜調査
業務委託

早川町 8,400,000 8,400,000

交付金事業の名称
交付金事業者名又
は間接交付金事業

者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当
額

備　考



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

評価年度の設定理由
事業期間中の調査実施率をもって評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

塗膜調査実施
橋梁数÷塗膜
調査対象橋梁

数×100

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

事業期間の設定理由 単年で調査完了予定のため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

塗膜内PCB含
有調査の実施
率（100％）

交付金事業の概要
町内の橋梁に使用されている塗膜に、「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する
特別措置法（PCB処理特別措置法）」の対象となるPCBが含有しているか調査します。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

主要政策・施策
PCB特別措置法によりPCB廃棄物は令和９（2027）年3月末までに適切に処理をすることが義務付けられて
おり、昭和４０年代に建設された橋梁にPCBが使用されている可能性が高いといわれている。よって、橋
梁塗膜調査を行い適切にPCBを処理するための資料とする。

目標
調査対象となった橋梁のPCB含有の有無を調査し、対象橋梁の調査率を100％とする。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 早川町管内橋梁塗膜調査業務委託

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 早川町
交付金事業実施場所 早川町内

番号 措置名 交付金事業の名称



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度 年度

塗膜調査が完了した橋数
活動実績 橋 10
活動見込 橋 10
達成度 % 100.0%

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 9,075,000
交付金充当額 8,400,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 8,400,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

指名競争入札 株式会社ハヤテ・コンサルタント 9,075,000

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 体育館照明器具LED化工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 早川町
交付金事業実施場所 早川町内

交付金事業の概要 町内施設３箇所の照明器具LED化工事

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

【交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要政策・施策】
令和2年12月31日から一般照明用の高圧水銀ランプの製造、輸出及び輸入の禁止措置が始まり、
今後水銀灯の故障などが起きた場合、修繕を行うことが難しくなることが想定される。また電気
使用料が高額であることから、特に使用頻度の高い３施設についてLED照明への切り替えを行
い、電気使用料の削減及び修繕対応の簡易化を行う。

【目標】
３施設の電気使用料　前年度比５０％削減

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由 単年で工事完了予定のため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

３施設の電
気使用料50%

削減

翌年度電気使
用料÷前年度
電気使用料×

100

成果実績 ％

目標値 ％ 50

達成度 ％
評価年度の設定理由

LED化工事前の1年間の電気使用料と、LED化工事後の1年間の電気使用料を比較するため
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度 年度

工事施工完了の割合
活動実績 ％ 100
活動見込 ％ 100
達成度 % 100

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 7,150,000
交付金充当額 7,150,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 7,150,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

指名競争入札 株式会社望月電気 7,150,000

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 早川南小学校屋上防水等改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 早川町
交付金事業実施場所 早川町　高住　地内

交付金事業の概要 　早川南小学校屋上防水工事及び音楽室倉庫天井補修

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

主要政策・施策
早川町学校施設長寿命化計画（令和２年度～令和３８年度）
　第５章　基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等
　　５－２　維持管理の項目・手法等

目標
天井劣化箇所修繕率100％

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由 単年で工事完了予定のため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

天井劣化箇
所修繕率
100％

修繕完了面
積÷劣化箇
所面積×100

成果実績

目標値 100

達成度 ％
評価年度の設定理由

改修工事により漏水が発生しないことを、雨期を経て確認するため
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度 年度

工事の完了率100%
活動実績 ％ 100
活動見込 ％ 100
達成度 % 100

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 1,430,000
交付金充当額 1,325,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

屋上防水等改修工事 指名競争入札 (株)望月工務店 1430000

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道２２０１８号線道路改良工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 山梨市
交付金事業実施場所 山梨市牧丘町西保下地内

交付金事業の概要

現況の路側は空石積ではらみ出しており、道路下の民家に崩落するおそれのある状況である。こ
のまま放置すると、崩落し道路としての機能を果たさなくなる。
道路改良することにより、安全安心に通行することが可能になり、道路の安全性・利便性の向上
が図れる。（道路改良により、事故件数を０件とする。）

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

　第２次総合計画（平成２９年度～令和４年度）
　　４　機能性が高く、落ち着いた住環境の山梨市
　　　（４）　生活インフラの充実したまち
　・都市計画道路や生活関連道路、環境道路等を整備すること。

目標：道路改良工事を実施することにより地域住民の安全な通行を確保し、事故の防止や住民の
利便性・福祉の向上を図り、交通事故0件、苦情件数を0件を目指す。

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度
事業期間の設定理由 事業終了年度

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

交通事故0件
及び苦情0件

交通事故件
数及び苦情

件数

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度 ％ 100.0%
評価年度の設定理由

今回の事業の成果を図るため、事業実施後から評価を実施
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度 年度

道路施工延長
活動実績 m 10.2
活動見込 m 10.2
達成度 % 100.0

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 3,275,800
交付金充当額 3,275,800
うち文部科学省分
うち経済産業省分 3,275,800

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道22018号線道路改良工事 指名競争入札 (有)大森工業 3,275,800

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 川浦スポーツ広場進入路改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 山梨市
交付金事業実施場所 山梨市三富川浦地内

交付金事業の概要

　川浦スポーツ広場進入路（市道３１０４１号線）は、国道１４０号線へのアクセス道路で、地
域住民にとっては必要不可欠な生活道路のみならず、観光スポット「一ノ釜」への観光道路とし
ても重要な道路である。改修することにより、地域住民の安全性・利便性の向上や観光客の安全
安心の確保が図られる。（道路改良により、事故件数を０件とする）

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

　第２次総合計画（平成２９年度～令和４年度）
　　４　機能性が高く、落ち着いた住環境の山梨市
　　　（４）　生活インフラの充実したまち
　・都市計画道路や生活関連道路、環境道路等を整備すること。

目標：進入路改修工事を実施することにより地域住民の安全な通行を確保し、事故の防止や住民
の利便性・福祉の向上を図り、交通事故0件、苦情件数を0件を目指す。

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度
事業期間の設定理由 事業終了年度

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

交通事故0件
及び苦情0件

交通事故件
数及び苦情

件数

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％
評価年度の設定理由

今回の事業の成果を図るため、事業実施後から評価を実施
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度 年度

道路施工延長
活動実績 m 59.5
活動見込 m 59.5
達成度 % 100.0

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 12,980,000
交付金充当額 3,000,000
うち文部科学省分
うち経済産業省分 3,000,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

川浦スポーツ広場進入路改修工事 指名競争入札 (株)広瀬土木 12,980,000

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

4,400,000

総事業費
4,510,000円

5
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

車載式小型散布機購入事業 忍野村 4,400,000 4,400,000
総事業費

6,902,500円

4

総事業費
7,029,000円

3

市道（円野）3号線道路改良
工事

韮崎市 4,400,000 4,400,000

公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

大塚山線舗装補修工事 富士吉田市 4,400,000

総事業費
4,412,100円

番号 措置名

総事業費
5,973,000円

2
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

芦安地区道路付属物調査事業 南アルプス市 6,579,000 6,579,000

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

町道矢作上野支線２号線側溝
改修工事

市川三郷町 4,400,000 4,400,000

交付金事業の名称
交付金事業者名又は間
接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備　考

4,400,000
総事業費

5,905,900円

6
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

市営林道御岳線（２級）修繕
工事

甲府市 4,400,000 4,400,000

早川中学校玄関床改修工事 早川町 3,680,000 3,680,000

総事業費
4,576,000円

7
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

尾尻地区水道管布設工事 西桂町 4,400,000

総事業費
4,103,000円

9
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

高林水路改修工事 甲州市 9,261,000 9,261,000
総事業費

20,351,100円

8
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

総事業費
14,685,000円

10
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

農道須玉穴平１１号線道路改
修工事

北杜市 10,000,000 10,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 町道矢作上野支線２号線側溝改修工事
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 市川三郷町
交付金事業実施場所 市川三郷町上野地内

交付金事業の概要
交通量が増加している幅員が狭い通学路の側溝整備を行い、路肩部を確保し、児童生徒の安全な
通行を確保する。

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する政策等：
市川三郷町第２次総合計画（平成29年度～令和８年度）
【安全・安心なまち　３ 快適に暮らしやすいまちづくり　（２）交通安全・防犯対策の推進】
にて、交通安全対策の推進を掲げている。

目標：
側溝整備を行うことにより、路肩部の確保をし、児童生徒の安全な通行を確保する。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度
事業期間の設定理由 本事業は、工事期間が約４か月を要する事業であるため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

0件
自動車と児
童生徒の接
触事故件数

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％
評価年度の設定理由

工事完成から１年間
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度 年度

側溝改修延長
活動実績 ｍ 67.1
活動見込 ｍ 69.0
達成度 ％ 97.2

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 4,412,100
交付金充当額 4,400,000
うち文部科学省分 0
うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路側溝改修 指名競争入札 峡南建設株式会社 4,412,100

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 芦安地区道路付属物調査事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南アルプス市
交付金事業実施場所 　南アルプス市　芦安芦倉　地内

交付金事業の概要 ・道路付属物調査　N=6箇所

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

　南アルプス市過疎地域持続的発展計画（令和３年度～令和７年度）
　　４　交通施設の整備、交通手段の確保
　　　（２）その対策（今後の取り組み）
　　　　◆道路や橋梁の適正な維持管理、落石防止対策、安全施設の設置、冬期間の除雪、
　　　　　凍結防止対策の強化などを進めるとともに、関係機関との連携を図っていく。

目標　　調査・点検対象の道路付属物（N=9箇所）に起因する事故発生件数　０件

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

事業期間の設定理由
　・令和３年度に道路付属物調査（N=6箇所）を実施。
　・令和４年度に道路付属物調査（N=3箇所）を実施。

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

事故発生件
数

０件

事故発生件
数

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％
評価年度の設定理由

　芦安地区道路付属物調査業務の終期
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無





Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

評価年度の設定理由
事業による成果実績の反映に一定期間を要するため、事業実施翌年度に評価を実施していきます。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
本工事の活用による大塚山線舗装補修工事については、車両の円滑な通行及び歩行者の安全確保が見込まれる。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事故発生件
数
/年

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度 ％ 100

事業期間の設定理由 単年度で終了のため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 ４年度

事故発生件
数
0件

交付金事業の概要 市道大塚山線の舗装補修工事を行うものです。（舗装工　Ｌ＝113.0ｍ）

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要施策・施策：第６次総合計画（平成３０年度～平成３９年度）
　４暮らしの安全性・利便性を高める『都市基盤・防災環境』の整備
　　③道路・橋梁 (２ 市内生活道路等の整備)
　　・整備にあたっては、市民の意見を十分に反映しながら、機能性・安全性及び災害時の有効
性に配慮し、誰もが利用しやすい道づくりに努めます。

目標　　対象道路は、地域の住民の生活道路の一部として利用されています。当該道路の舗装補
修工事を行うことで、地域の交通環境を改善し、事故発生件数を0件から0件になるよう事故を未
然に防ぎ、道路利用者の利便性の向上及び安全性の確保を図ります。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 大塚山線舗装補修工事
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 富士吉田市
交付金事業実施場所 富士吉田市　上吉田地内

番号 措置名 交付金事業の名称



交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
舗装補修 指名競争入札 大良建設工業株式会社 5,973,000

うち経済産業省分 4,400,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 5,973,000

達成度 ％ 100.0

年度

舗装補修の施工延長
活動実績 ｍ 113.0
活動見込 ｍ 113.0

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道（円野）3号線道路改良工事
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 韮崎市
交付金事業実施場所 韮崎市円野町上円井地内

交付金事業の概要

施工延長
 L=86.0m
第一工区
自由勾配側溝 (B=300 H=400)　L=28.0m
道路排水工（90×90）L=50.0m
AS舗装工 A=59.0㎡
第二工区
自由勾配側溝 (止水型 B=500　H=700) L=8.0m
AS舗装工 A=15.0㎡

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要施策・施策：第７次総合計画（令和元年度～令和８年度）
　基本方向４　安全・安心に暮らせる強いまちづくり
　　政策９　安全・安心なまちづくり
　　　施策22　道路の整備
　　　・地区からの要望を考慮し、計画的な道路整備を進めます。

目標　市道改良率　64％（令和４年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和８年度
事業期間の設定理由 第７次総合計画の終期まで

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

市道改良率
64％

改良済市道÷
市道総延長×

100

成果実績 ％

目標値 ％ 64

達成度 ％
評価年度の設定理由

第７次総合計画における前期基本計画の終期年度であるため
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和２年度

101.0

令和元年度

施工延長
活動実績 ｍ 86.0 101.0 96.3
活動見込 ｍ 86.0 96.3
達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

交付金事業の総事業 令和３年度 令和２年度 令和元年度 備　考
総事業費 4,510,000 4,488,000 4,554,000
交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000
うち文部科学省分 0 0 0
うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道（円野）3号線道路改良工事 指名競争入札 有限会社細田工務所 4,510,000

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 車載式小型散布機購入事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 忍野村
交付金事業実施場所 忍野村地内

交付金事業の概要
冬季に道路凍結が発生する際に散布作業を行っているが、既存の散布機の劣化により、誤作動及
び緊急停止が多発しており住民の安全で円滑を図るために購入する
購入台数1台

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要施策・施策：第６次忍野村総合計画　基本計画（令和3年度～令和6年
度）
第２章【インフラ整備】暮らしやすくなる村づくり
　１　道路網の整備
　　（２）歩道の整備　小中学生が安全に歩いて通学できるよう、また村民が健康のため歩く機
会を提供するため、通学路を中心とした歩道の整備を進めます。
冬季（１２月～３月）の交通事故発生件数０件

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 第６次忍野村総合計画の後期基本計画

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

事故件数０
件

事故件数０件

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％
評価年度の設定理由

事業完了翌年度に漂川実施する必要があるため
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度 年度

散布機購入
活動実績 台 1.0
活動見込 台 1.0
達成度 ％ 100.0

交付金事業の総事業 令和3年度 年度 年度 備　考
総事業費 6,902,500
交付金充当額 4,400,000
うち文部科学省分 0
うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

車載式小型散布機購入 随意契約 株式会社キムラ 6,902,500

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

事業期間の設定理由 第六次総合計画の終期

交付金事業の概要

　林道舗装面が、経年劣化によりクラック（ひび割れ）が生じると共に、陥没箇所が散見され通
行に支障をきたしていることから、通行車両の安全を図るために劣化した舗装面の修繕工事を実
施します。
　また、排水施設の老朽化により、通行に支障をきたしていた箇所についても併せて修繕工事を
実施します。
施工延長 Ｌ＝159.0ｍ　 舗装工 Ａ＝830.0㎡　 区画線工 Ｌ＝318.0ｍ　　付帯工 一式

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

【主要施策・施策】
　第六次総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　　２魅力があふれ人が集う活力あるまちをつくる（活力）
　　　施策の柱；産業を振興する
　　　　②農業・林業の振興
　　　　　・林業の活性化を図るため、適正な森林施業をはじめ、林道の整備、林業経営
　　　　　　の安定化などに努めます。また、市営林道及び作業路の適正な維持管理によ
　　　　　　り、林業振興と地域住民の生活道路の確保を図ります。
【目標】
　修繕箇所における苦情件数０件

事業開始年度 平成２８年度 事業終了（予定）年度 令和７年度

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営措置 市営林道御岳線（２級）修繕工事
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 甲府市
交付金事業実施場所 甲府市　御岳町地内

番号 措置名 交付金事業の名称



評価年度の設定理由
毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業翌年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　市営林道御岳線は、地元住民の生活関連林道及びクリスタルラインへのアクセス道路であり、
１年を通じて往来する車両が多いため舗装面などの劣化が著しく、これに対する補修要望も増加
していました。
　また、林道改良工事（幅員の拡幅）が終了後、道路の改良・維持補修については殆ど実施して
いなかったことから、経年劣化が進み当該箇所において舗装面のクラック（ひび割れ）・陥没等
による通行車両への支障が度々報告されてきました。
　本事業で経年劣化した舗装面の修繕及び排水構造物の改修等を行うことにより、生活道路とし
て利用する地域住民に加え、上流域へ通行する観光客の車両の安心・安全を確保することが可能
となります。
　令和４度においても、地域住民及び観光客から要望が多数寄せられた劣化した舗装及び排水施
設の修繕工事を実施し、修繕箇所における苦情件数０件を達成することができました。
　また、平成６年度から本交付金を活用し、舗装維持修繕工事等を行っており、平成６年度から
令和3年度までの２６年間で総延長４３１３．９ｍの区間を補修実績として達成しました。
　令和４年度以降についても引き続き、林道及び付属構造物の修繕を行い、修繕箇所における苦
情件数０件を目指し実施してまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

修繕箇所に
おける苦情
件数０件

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度 ％ 100

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和4年度

修繕箇所に
おける苦情
件数０件



交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市営林道修繕工事 指名競争入札 丸浜舗道株式会社 4,576,000

うち文部科学省分 000
うち経済産業省分 4,400,0004,400,0004,400,000

総事業費 4,576,0004,686,0004,675,000
交付金充当額 4,400,0004,400,0004,400,000

達成度 ％ 100100.0100.0
交付金事業の総事業 令和３年度令和２年度令和元年度 備　考

ｍ 159.0145.0135.0
活動見込 ｍ 159.0135.0

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度２年度

145.0

元年度

施工延長
活動実績



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

評価年度の設定理由
工事完了後に評価のため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

消火設備の
建物カバー

率

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100

事業期間の設定理由 毎年度、西桂町が工事の実施を判断しているため。

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和 ３ 年度

住民生活の
安全性を確

保

交付金事業の概要
施工延長：L=187.2m(PEφ75)
消火栓：1箇所
取出し(φ20)：5箇所

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関係する主要施策：西桂町第６次長期総合計画（令和３年度～令和１２年度）
第３部　前期基本計画　第４章　自然と調和したうるおいあるまち　第４節　水道・下水道事業
の推進
(1)水道事業の推進と経営の強化
・安全な水の安定供給のため、老朽化が進んでいる水道施設の充実を図ります。
目標は水道管を新設し、消火栓を設置することによる安全性の向上を成果目標とします。

事業開始年度 令和 ３ 年度 事業終了（予定）年度 令和 ３ 年度

1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 尾尻地区水道管布設工事
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 西桂町
交付金事業実施場所 山梨県南都留郡西桂町下暮地 地内

番号 措置名 交付金事業の名称



交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
水道管布設工事 指名競争入札 小林設備 5,905,900

うち経済産業省分 4,400,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 5,905,900

達成度 ％ 100.0

年度

水道管布設
活動実績 ｍ 195.0
活動見込 ｍ 195.0

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度
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評価年度の設定理由
事業期間中の事故等件数をもって評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事故件数対前年
比：翌年度事故
件数÷前年度事
故件数×100

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％

事業期間の設定理由 単年で工事完了予定のため

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

当該箇所で
の生徒事故
件数０件

交付金事業の概要 早川中学校生徒用玄関タイル及び正面玄関タイルの改修

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

主要政策・施策
早川町学校施設長寿命化計画（令和２年度～令和３８年度）
　第５章　基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等
　　５－２　維持管理の項目・手法等

目標
当該箇所での生徒事故件数　０件

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 早川中学校玄関床改修工事
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 早川町
交付金事業実施場所 早川町　保　地内

番号 措置名 交付金事業の名称



交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
玄関床改修工事 指名競争入札 株式会社望月工務店 4,103,000

うち経済産業省分 3,680,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,680,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 4,103,000

達成度 ％ 100.0

年度

工事の完了率100%
活動実績 ％ 100.0
活動見込 ％ 100.0

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

評価年度の設定理由
事業完了後に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

石積崩落に
よる水路詰
まり件数

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度 ％ 100

事業期間の設定理由 約６カ月の工期を要するものであるため。

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

降雨時の浸
水防止

交付金事業の概要 水路改修工事　工事延長L=１６８．８ｍ

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

●第2次甲州市総合計画（平成30年度～令和9年度）〔基本目標3快適で安心して暮らせるまちづ
くり〕
〔基本施策18治山・治水〕
・雨水排水などについては、宅地や道路への浸水を防止するために継続的な整備に努めます。
　目標指標：河川水路の整備箇所　実績値36箇所（平成28年度）、目標値40箇所（令和4年度）
●甲州市国土強靭化地域計画（令和3年3月策定）
〔基本目標3市民の財産及び公共施設に係る被害の最小化〕
〔推進方針5-3　災害による農業の長期的停滞の防止〕
・農業生産基盤等の災害対応力の強化に向けて、農業水利施設等の点検・調査を進めるととも
に、耐震化や長寿命化に向けて、計画的な整備を行います。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 高林水路改修工事
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 甲州市
交付金事業実施場所 甲州市塩山上塩後地内

番号 措置名 交付金事業の名称



交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
水路工事 指名競争入札予定 株式会社大和工務店 20,351,100

うち経済産業省分 9,261,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 9,261,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業 令和３年度 年度 年度 備　考
総事業費 20,351,100

達成度 ％ 100.0

年度

高林水路における水路整備延長

活動実績 ｍ 168.8
活動見込 ｍ 168.8

交付金事業の活動指
標及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 年度



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称
1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 農道須玉穴平１１号線道路改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 北杜市
交付金事業実施場所 北杜市須玉町穴平地内

交付金事業の概要
擁壁工　L=65m
舗装工　L=78m(A=364㎡)

交付金事業に関係す
る都道府県又は市町
村の主要政策・施策
とその目標

交付金事業に関する主要施策；
第２次北杜市総合計画（平成２９年度～令和８年度）
第２章　産業を興し、富める杜づくり
１.農林業の推進
主要施策１　農地保全と農業生産基盤の整備
農道や水路等の農業生産基盤について、補修・更新等により長寿命化を図るとともに、地元ニー
ズを把握したうえで、土地改良事業を推進する。
【目標】道路改修工事完成後、本農道でのすれ違い事故等０件を目指す。（苦情０件など）

事業開始年度 平成２９年度 事業終了（予定）年度 令和８年度

事業期間の設定理由 第２次総合計画の終期

交付金事業の成果目
標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

農道通行車
両による事
故０件

発生事故件数

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％
評価年度の設定理由

道路改修工事が完成した翌年度に評価を実施。
交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

65.0

年度

擁壁工
活動実績 式 69.0 65.0
活動見込 式 69.0
達成度 ％ 100.0 100.0

交付金事業の総事業 令和２年度 令和３年度 年度 備　考
総事業費 6,677,000 14,685,000
交付金充当額 6,607,000 10,000,000
うち文部科学省分 0 0
うち経済産業省分 6,607,000 10,000,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
道路改修工事 指名競争入札 株式会社里吉工業所 14,685,000

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課

100.0

活動実績 式
活動見込 式
達成度 ％

舗装工

交付金事業の活動指
標及び活動実績

78.0
78.0



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

交付金事業の名称
交付金事業者名又は間
接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

市道上野原高校線舗装改修工事事
業 上野原市 8,505,000 8,505,000

総事業費
8,827,500円

番号 措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道上野原高校線舗装改修工事事業
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 上野原市
交付金事業実施場所 山梨県上野原市八ッ沢字袴摺地内

交付金事業の概要

・舗装改修　 L=95.90m
・舗 装 工　 (ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工) A=622.29㎡
・区画線工　（実線）L=207.8m
            （ｾﾝﾀｰﾗｲﾝ）L=55m

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
「第２期 上野原市 まち・ひと・しごと創生総合戦略」（令和3年度～令和６年度）
　４．時代にあった地域をつくり、快適で安心な暮らしを守るまちづくり
　　４．地域防災等の整備－②誰もが安全で安心して暮らせる環境の整備
　
【目標】通行車両に対する支障解消及び安全性向上、住民の安全確保を図るとともに、
　　　　交通事故等を未然に防ぎ、道路改修地点における交通事故件数０件を目標とします。

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 「第２期 上野原市 まち・ひと・しごと創生総合戦略」の終期まで



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和９年度

交通事故件数
０件

交通事故件数
実績（件）

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％
評価年度の設定理由

事業完了後、一定期間経過後に評価をすることにより、確実な成果の把握を図るため。
交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、道路の舗装改修及び区画線の明瞭化を実施した区間について、通行車両に対する支障が改善され、安
全性が確保されました。過去に数件あった交通事故等の件数も、供用開始後約一ヶ月経過した今日において０件となっており、
以降も引続き同様の効果が期待できます。
　今後は、舗装や区画線の状態を定期的に確認し、適切な維持管理を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度 年度

舗装改修
活動実績 ｍ 95.9
活動見込 ｍ 95.9
達成度 ％ 100.0

交付金事業の総事業費 令和3年度 年度 年度 備　考
総事業費 8,827,500
交付金充当額 8,505,000
うち文部科学省分 0
うち経済産業省分 8,505,000

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道上野原高校線舗装改修工事事業 一般競争入札 有限会社　上條興業 8,827,500

交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）
（単位：円）

交付金事業の名称
交付金事業者名又は間
接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備　考

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

グラウンド整備用スポーツトラク
タ購入 早川町 3,071,000 3,071,000

総事業費
3,660,800円

番号 措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

評価年度の設定理由
令和3年度と令和4年度のグラウンド整備に要した時間を比較するため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

令和4年度整備時
間÷令和3年度整
備時間×100

成果実績 ％

目標値 ％ 70

達成度 ％

事業期間の設定理由 単年度で完了する事業であるため

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度

職員のグラウン
ド整備に要した

時間30%減

交付金事業の概要 スポーツトラクタ購入

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

早川町過疎地域持続的発展計画（令和3年9月）
　８　教育の振興
　　（２）その対策
目標：グラウンドの適切な整備と職員負担の軽減

事業開始年度 令和3年度 事業終了（予定）年度 令和3年度

1 二　公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 グラウンド整備用スポーツトラクタ購入
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 早川町
交付金事業実施場所 早川町保地内

番号 措置名 交付金事業の名称



交付金事業の担当課室 総務部市町村課
交付金事業の評価課室 総務部市町村課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
スポーツトラクタ購入 見積入札 神山スポーツ 3,660,800

うち経済産業省分 3,071,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,071,000
うち文部科学省分 0

交付金事業の総事業費 令和3年度 年度 年度 備　考
総事業費 3,660,800

達成度 ％ 100.0

年度

スポーツトラクタ購入
活動実績 台 1
活動見込 台 1

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和3年度 年度
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